
昭
和
三
十
三
年
度
調
査
研
究
概
況

昭
和
三
十
三
年
度
調
査
研
究
概
況

　
　
　
　
Ｉ
　
綜
　
合
　
研
　
究

　
叡
尊
の
研
究
は
昭
和
揖
年
度
西
大
寺
に
於
け
る
基
礎
的
調

査
と
同
寺
什
宝
沢
尊
像
の
胎
内
文
書
の
整
理
か
ら
口
火
を
切

り
、
そ
の
時
の
資
料
は
Å
西
大
寺
叡
尊
伝
記
集
成
〃
と
し
て

世
に
問
う
た
。
こ
れ
は
勿
論
沢
尊
関
係
文
書
記
録
の
す
べ
て

で
は
な
く
、
今
後
の
調
査
の
足
が
か
り
と
云
う
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　
―
　
西
大
寺
叡
尊
の
研
究

　
こ
れ
ら
の
茶
礎
調
査
か
ら
言
尊
の
思
想
的
立
場
、
例
え
ば

釈
迦
信
仰
、
舎
利
信
仰
、
文
殊
信
仰
等
の
お
り
方
が
判
明
し

た
ほ
か
、
そ
の
活
躍
の
舞
台
も
明
ら
か
に
な
り
、
山
城
、
大
和
、

河
内
、
和
泉
、
摂
津
、
紀
伊
及
び
関
東
に
及
ぶ
数
十
ケ
所
の

留
錫
地
が
把
捉
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
に
は
偉

大
な
先
人
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、

昭
和
址
二
年
以
降
引
続
き
そ
の
調
査
が
火
施
さ
れ
た
。
そ
の

主
な
箇
処
は
奈
良
県
下
で
法
華
寺
、
海
竜
王
寺
、
般
若
寺
、

大
蔵
寺
等
、
大
阪
府
下
で
は
道
明
寺
、
西
琳
寺
、
教
興
寺
、

京
都
府
下
で
橋
寺
放
生
院
、
浄
住
寺
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
多
く
の
研
究
資
料

は
そ
の
都
度
整
理
さ
れ
て
、
す
で
に
き
わ
め
て
大
部
の
も
の

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
は
「
仏
師
善
円
・
善
慶
・
号

春
」
（
小
林
、
仏
教
芸
術
）
「
道
明
寺
聖
徳
太
子
像
」
（
小
林
・

杉
山
、
研
究
所
学
報
、
八
冊
）
「
西
大
寺
の
舎
利
塔
」
（
守
田
、

大
和
文
華
二
〇
号
）
等
に
報
告
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
ら
は

あ
く
ま
で
綜
合
的
研
究
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
も
の
で
、
多
く

の
請
寺
か
ら
集
め
ら
れ
た
諸
資
料
に
基
い
て
の
研
究
は
す
べ

て
今
後
に
委
ね
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
従
っ
て
三
十
四
年
度
以

降
さ
ら
に
鎌
介
仏
教
の
系
譜
を
も
た
ど
り
な
が
ら
、
誼
尊
の

文
化
史
的
位
置
を
究
明
し
、
そ
の
遺
さ
れ
た
作
品
に
っ
い
て

の
価
値
の
岡
明
に
努
力
を
傾
げ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
（
、
彫

刻
・
絵
画
・
工
芸
室
）

　
　
２
　
元
興
寺
極
楽
坊
発
見
物
の
調
査
研
究

　
　
　
　
　
（
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究
）

　
昭
和
揖
三
年
度
下
半
期
、
同
寺
の
庶
民
信
仰
資
料
の
整
理

と
研
究
を
そ
の
主
目
標
と
し
て
科
学
研
究
費
の
交
付
を
受
け
、

田
沢
所
長
を
研
究
主
班
と
し
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

歴
史
室
を
含
め
た
美
術
工
芸
班
が
主
体
と
な
り
、
こ
れ
に
奈

良
国
立
噂
物
館
、
そ
の
他
諸
大
学
の
仏
教
学
、
社
会
学
、
国

史
学
、
国
文
学
等
の
諸
先
生
を
糾
合
し
、
そ
の
調
査
研
究
に

当
っ
た
。

　
下
半
期
の
短
い
期
間
だ
っ
た
の
で
、
主
と
し
て
研
究
の
前

堤
と
な
る
分
類
、
整
理
及
び
保
管
の
方
法
に
限
定
さ
れ
、
　
こ

れ
が
庶
民
信
仰
の
資
料
と
し
て
速
や
か
に
活
用
し
う
る
よ
う

記
録
を
作
る
方
向
に
努
力
が
注
が
れ
た
。

　
分
類
の
方
法
は
形
式
別
に
実
施
さ
れ
、
絵
画
関
係
と
し
て

板
絵
、
印
仏
、
彩
色
印
仏
、
そ
の
他
。
彫
刻
関
係
は
玉
体
地

蔵
、
板
玉
体
地
蔵
、
そ
の
他
納
入
文
書
及
び
仏
像
断
片
。
工

芸
関
係
と
し
て
柄
香
炉
、
花
瓶
、
献
供
板
、
折
敷
、
そ
の
他
。

文
書
関
係
と
し
て
墨
書
板
、
こ
け
ら
経
、
経
巻
類
、
文
字
瓦

類
等
。
仏
教
民
俗
資
料
関
係
と
し
て
小
型
五
輪
塔
、
同
板
五

輪
塔
、
笠
塔
婆
、
角
塔
婆
、
納
骨
塔
等
が
そ
の
大
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
大
分
類
番
号
を

附
し
、
そ
の
も
と
で
同
形
式
の
も
の
に
通
し
番
号
を
連
ね
る

方
法
で
整
理
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
た
。
上
の
う
ち
、
こ
け

ら
経
（
石
田
茂
作
博
士
担
当
）
と
仏
教
民
俗
資
料
（
五
来
重

教
授
担
当
）
を
除
い
て
は
、
す
べ
て
研
究
所
の
各
研
究
室
で

担
当
し
た
。

　
整
理
格
納
に
当
っ
て
は
、
板
絵
の
如
き
大
型
の
も
の
に
は

大
型
の
箱
を
作
っ
た
ほ
か
、
す
べ
て
一
尺
×
一
、
二
五
尺
の

箱
に
納
置
し
、
又
千
休
地
蔵
の
如
き
は
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
板

に
糸
で
一
休
ず
つ
固
定
さ
せ
て
散
逸
を
防
ぐ
こ
と
に
努
力
し

た
。
以
上
の
作
業
は
紺
三
年
度
分
の
ご
く
大
要
で
あ
る
。

　
尚
こ
れ
ら
と
併
行
し
て
同
寺
什
宝
の
聖
徳
太
子
、
弘
法
大

師
両
像
及
び
同
胎
内
納
入
物
の
調
査
と
研
究
も
進
め
ら
れ
、

先
の
庶
民
信
仰
資
料
の
一
部
と
共
に
す
で
に
報
告
に
附
せ
ら

れ
た
も
の
も
あ
る
。
（
彫
刻
・
絵
画
・
工
芸
・
古
文
書
室
）

　
　
３
　
鳥
羽
殿
遺
跡
の
実
測
調
査

　
昭
和
三
十
三
年
七
月
、
名
神
高
速
度
道
路
の
計
画
が
発
表

さ
れ
、
そ
の
路
線
は
明
治
初
年
建
設
の
国
鉄
東
海
道
線
に
沿

っ
て
奈
良
電
鉄
竹
田
駅
北
方
二
百
米
附
近
を
過
ぎ
、
新
京
阪

国
道
の
加
茂
大
橋
の
す
ぐ
南
側
の
地
点
に
至
り
、
そ
こ
か
ら

真
西
に
加
茂
川
原
を
越
え
て
山
崎
方
面
に
向
い
、
そ
の
間
城

南
宮
の
背
面
に
当
っ
て
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
な
ど
が
明
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
一
帯
は
十
二
世
紀
前
半

頃
白
河
、
鳥
羽
両
上
皇
が
造
営
さ
れ
た
鳥
羽
殿
の
宮
殿
、
御

堂
及
園
池
の
遺
跡
で
あ
り
、
該
道
路
が
完
成
す
れ
ば
、
そ
の

玉
要
な
部
分
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。
文
化
財

保
護
委
員
会
、
京
都
府
教
育
委
員
会
は
相
談
の
結
果
、
道
路
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公
団
の
同
意
を
得
、
こ
の
予
定
路
線
一
帯
の
詳
細
な
実
測
調

査
を
行
う
こ
と
と
な
り
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
建
造
物

研
究
室
が
主
体
と
な
っ
て
、
そ
の
調
査
に
当
っ
た
。

　
鳥
羽
殿
が
存
在
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
は
京
都
市
伏
見
区

竹
田
町
、
中
島
町
、
下
鳥
羽
一
帯
の
土
地
で
あ
り
、
調
査
の

区
域
は
北
東
限
は
奈
良
電
鉄
加
茂
川
鉄
橋
、
南
限
は
同
電
鉄

高
瀬
川
鉄
橋
、
西
南
限
は
京
川
橋
附
近
の
加
茂
川
原
に
至
る

ま
で
の
東
西
約
ぺ
五
粁
、
南
北
約
二
粁
、
面
積
に
し
て
二
、

五
平
方
粁
に
わ
た
る
広
大
な
面
積
で
あ
っ
た
。
調
査
に
当
っ

て
は
香
川
大
学
助
教
授
浅
野
二
郎
、
京
大
ご
学
部
大
学
院
付

岡
正
氏
外
八
名
で
、
三
班
を
編
成
し
、
ト
ラ
ン
シ
ッ
ト
、
レ

ベ
ル
、
測
距
ア
リ
ダ
ー
ト
使
用
平
板
測
量
を
併
用
し
、
八
月

二
日
か
ら
九
月
二
十
六
日
迄
の
晴
天
四
十
五
目
間
、
測
点
一

万
点
以
上
に
及
び
、
縮
尺
五
百
分
の
Ｉ
、
五
〇
糎
毎
の
等
高

線
の
実
測
図
に
海
抜
標
高
を
記
入
し
た
。

　
ｙ
」
の
調
査
で
旧
北
大
路
跡
ら
し
い
地
形
を
見
出
し
た
こ
と
、

南
殿
の
位
置
は
中
島
町
堀
端
及
北
之
口
附
近
、
北
殿
は
竹
田
、

田
中
殿
か
ら
小
屋
之
内
の
国
道
沿
い
の
樹
叢
附
近
、
東
殿
は

安
楽
寿
院
を
含
む
竹
田
内
畑
町
一
帯
、
又
御
所
之
内
に
あ
る

海
抜
▽
几
米
○
四
の
丘
状
地
形
は
築
山
跡
で
あ
ろ
う
事
な
ど

が
判
明
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の
詳
細
は
、
名
神
高
速
道
路

々
線
地
域
内
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
（
昭
和
三
十
四
年
六
月

京
都
府
教
育
委
員
会
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
建
築
・
遺

跡
庭
園
室
）

　
　
４
　
川
原
寺
の
発
掘
調
査

　
　
５
　
仁
和
寺
所
収
古
‥
文
書
聖
経
等
の
調
査

　
　
つ
こ
の
両
者
に
っ
い
て
は
や
や
詳
細
な
報
告
を
木
文
中
に

記
し
た
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

　
　
　
　
Ⅱ
　
美
術
工
芸
研
究
室

　
　
１
　
藤
原
時
代
彫
刻
の
研
究

　
前
年
度
に
引
続
い
て
木
年
度
も
各
地
に
わ
た
っ
て
調
査
を

行
い
、
奈
良
県
に
あ
る
、
金
勝
寺
の
薬
師
如
来
、
霊
山
寺
の

薬
師
三
尊
像
（
治
暦
二
年
銘
）
や
、
融
念
寺
の
聖
観
音
立
像

（
延
久
六
年
銘
）
、
京
都
府
で
は
、
岩
船
寺
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

（
天
慶
九
年
銘
）
、
大
阪
府
で
は
、
興
善
寺
の
大
日
如
来
（
保

安
元
年
銘
）
、
薬
師
如
来
、
釈
迦
如
来
坐
像
（
寛
治
七
年
銘
）

を
、
と
く
に
木
年
度
に
は
納
入
文
書
そ
の
他
で
造
立
年
代
が

確
め
ら
れ
る
像
を
主
休
と
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
（
彫
刻
室
）

　
　
２
　
能
楽
発
達
期
に
お
け
る
能
狂
言
面
の
研
究

　
こ
れ
も
前
年
度
に
引
続
き
、
三
重
県
の
宇
留
富
志
禰
神
社

及
び
賀
多
神
社
な
ど
の
能
面
及
び
狂
言
面
を
調
査
し
た
。

　
（
彫
刻
室
）

　
　
３
　
平
安
時
代
仏
画
・
の
調
査
と
研
究

　
生
と
し
て
十
二
天
画
像
の
経
典
的
根
拠
、
図
像
の
成
立
時

川
の
問
題
等
を
究
め
、
醍
醐
寺
大
師
様
図
像
、
西
大
寺
木
、
車

寺
大
浜
木
等
の
各
十
二
天
に
っ
い
て
の
具
体
的
考
察
を
試
み

る
こ
と
に
っ
と
め
た
。
西
大
寺
木
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
ほ
ぼ

纒
め
て
上
梓
の
時
を
悦
っ
こ
と
に
し
、
東
寺
大
治
木
に
つ
い

て
は
昭
和
三
十
三
年
度
美
術
史
学
会
に
そ
の
大
要
を
発
表
し

た
。
そ
の
要
は
西
大
寺
木
の
成
立
を
平
安
前
期
も
貞
観
年
中

の
入
唐
者
宗
叡
の
功
に
帰
せ
ら
る
べ
き
こ
と
、
東
寺
大
沢
木

に
つ
い
て
は
仁
和
寺
円
堂
の
旧
画
像
の
転
写
と
見
て
天
台
系

図
像
の
一
と
考
え
る
こ
と
に
結
論
は
達
し
た
。
尚
こ
の
他
に

も
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
東
寺
大
治
本
五
大
尊
な
ど
に
触
れ
る

機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
成
果
は
今
後
に
期
し
た
い
と
考
え
る
。

　
（
絵
両
室
）

　
　
４
　
南
都
仏
教
に
表
現
さ
れ
た
講
会
関
係
絵
画
の
研
究

　
　
（
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究
）

　
す
で
に
旧
年
度
よ
り
着
手
し
つ
つ
あ
っ
た
南
都
系
仏
画
の

具
体
的
な
調
査
と
そ
の
研
究
を
実
施
し
た
。
今
年
度
の
主
た

る
対
象
と
し
て
は
東
大
寺
の
仏
画
の
調
査
、
興
福
寺
の
南
円

堂
壁
画
及
び
弥
勒
菩
薩
厨
子
扉
絵
、
さ
ら
に
薬
師
寺
の
諸
仏

画
の
調
査
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
か
な
り
総
花

的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
目
途
と
す
る
所
は
南
都
系
仏
画
の
一

般
的
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
南
都

系
絵
画
の
源
流
で
あ
る
天
平
仏
画
の
様
相
を
尋
ね
る
こ
と
で

あ
っ
だ
。
従
っ
て
他
面
文
献
の
側
か
ら
の
研
究
も
怠
ら
な
か

っ
た
。
し
か
し
法
隆
寺
そ
の
他
の
諸
大
寺
の
調
査
を
完
了
し

て
い
な
い
今
日
、
ま
だ
結
論
を
な
す
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
（
絵
画
室
）

　
こ
の
他
、
伊
勢
市
の
美
術
工
芸
昴
調
査
、
又
法
金
剛
院
・

安
楽
寿
院
の
絵
画
調
査
を
実
施
、
後
者
は
目
録
を
作
制
し
た
。

又
当
麻
寺
本
堂
の
解
体
修
理
に
伴
う
発
見
物
の
調
査
に
も
数

回
立
会
っ
た
。
（
絵
画
室
）

　
　
５
　
舎
利
塔
の
様
式
的
研
究

　
前
々
よ
り
引
続
き
舎
利
塔
の
様
式
的
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

東
大
寺
の
市
源
様
式
（
仮
称
）
、
唐
招
提
寺
の
鑑
真
様
式
（
仮

称
）
、
西
大
寺
の
叡
尊
様
式
（
仮
称
）
な
ど
様
式
的
に
特
色
を

有
す
る
舎
利
塔
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
の
各
社
寺
に
残
存

す
る
舎
利
塔
の
様
式
と
年
代
的
連
関
、
そ
れ
ら
の
舎
利
塔
が

も
っ
美
術
工
芸
的
価
値
を
研
究
す
る
。
西
大
寺
、
唐
招
提
寺

の
舎
利
塔
は
二
応
の
調
査
を
終
っ
た
の
で
、
本
年
度
は
唐
招

提
寺
と
西
大
寺
の
末
寺
関
係
と
高
野
山
竜
光
院
及
び
霊
宝
舘

に
あ
る
舎
利
塔
を
調
査
し
た
。
（
工
芸
室
）

刀



　
　
　
　
　
　
昭
和
三
十
三
年
度
調
査
研
究
概
況

　
　
６
　
厨
子
の
研
究

　
厨
子
の
研
究
も
前
々
よ
り
引
続
き
行
っ
て
い
る
。
諸
社
寺

に
残
存
す
る
厨
子
の
調
査
研
究
の
主
眼
は
、
厨
子
が
も
っ
年

代
差
に
よ
る
様
式
上
の
変
化
と
工
芸
技
術
の
変
遷
、
そ
の
特

異
性
な
ど
の
解
明
と
、
そ
の
発
生
に
い
た
る
美
術
史
的
研
究

に
あ
る
。

　
木
年
度
は
、
当
麻
寺
曼
茶
羅
堂
内
安
置
の
六
角
形
大
厨
子

の
解
休
修
理
の
機
会
を
得
て
数
多
く
の
新
資
料
に
直
面
し
た
。

こ
の
厨
子
の
製
作
年
代
の
問
題
、
厨
子
に
施
さ
れ
て
あ
る
蒔

絵
の
年
代
的
考
察
及
び
そ
の
技
術
の
時
代
性
、
ま
た
、
蒔
絵

や
鍍
金
具
に
見
ら
れ
る
文
様
の
様
式
な
ど
は
難
解
な
問
題
で

あ
り
、
企
く
の
新
資
料
で
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い

て
更
に
凋
査
研
究
を
進
め
た
い
。
（
工
芸
室
乙

　
　
７
　
能
衣
裳
と
小
袖
の
研
究

　
こ
の
テ
ー
マ
は
、
「
目
本
の
染
織
研
究
」
の
一
環
で
あ
る
。

こ
こ
数
年
近
世
初
期
に
お
け
る
わ
が
国
の
染
織
史
に
大
き
い

位
置
を
占
め
る
能
衣
裳
と
小
袖
の
調
査
研
究
に
当
っ
て
い
る

が
、
能
衣
裳
、
小
袖
を
美
術
史
的
、
染
織
史
的
に
究
明
す
る

と
と
も
に
、
芸
能
史
、
服
装
史
の
観
点
か
ら
も
研
究
す
る
た

め
、
調
査
の
対
象
を
広
め
、
能
衣
裳
、
小
袖
は
も
ち
ろ
ん
、

法
隆
寺
裂
、
正
倉
院
裂
、
名
物
裂
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、

蒔
絵
類
に
描
か
れ
て
あ
る
服
装
形
態
に
い
た
る
ま
で
を
広
く

調
査
研
究
し
て
い
る
。

　
本
年
度
は
前
々
よ
り
調
査
し
た
能
衣
裳
、
小
袖
の
幣
理
に

あ
た
る
か
た
わ
ら
、
内
鶴
美
術
館
誠
の
古
裂
帖
と
東
大
寺
誠

の
東
木
寺
裂
を
調
査
し
た
。
絵
巻
物
類
に
お
い
て
は
、
興
福

院
誠
の
都
鄙
絵
巻
に
描
か
れ
た
江
戸
時
代
元
緑
川
の
小
袖
の

様
相
を
考
察
し
た
。
（
工
芸
室
）

　
　
　
皿
　
建
造
物
研
究
室

　
　
―
　
解
体
修
理
に
伴
う
調
査
研
究
（
当
麻
寺
曼
荼
羅
堂
）

　
従
来
建
立
年
次
に
つ
い
て
問
題
が
多
か
っ
た
当
麻
寺
木
堂

　
（
曼
荼
羅
堂
）
が
解
休
修
理
さ
れ
る
機
会
を
と
ら
え
て
、
奈

良
県
教
育
委
員
会
に
協
力
し
て
調
査
を
行
っ
た
。
結
果
、
今

回
発
見
し
た
外
陣
棟
木
銘
に
よ
り
、
平
安
時
代
末
永
暦
二
年

　
二
Ｉ
六
一
）
に
、
永
暦
以
前
の
建
物
の
材
料
を
使
い
、
組

替
え
、
規
模
を
拡
張
し
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
、
そ
の
後
、
文
永
五
、
康
永
二
、
長
享
二
、
大
永
八
、

天
正
一
一
・
一
二
、
正
保
五
、
元
腺
元
、
享
保
八
と
幾
度
か

小
修
理
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
永

暦
以
前
の
建
物
は
、
先
ず
初
め
は
、
桁
行
七
間
、
梁
間
四
間
、

切
妻
造
、
斗
棋
は
な
く
柱
天
に
桁
を
の
せ
、
合
掌
組
の
丈
高

い
、
奈
良
時
代
を
降
る
こ
と
の
な
い
時
の
も
の
で
あ
っ
て
、

次
い
で
、
そ
れ
が
平
安
時
代
初
め
に
、
同
規
模
の
建
物
の
古

材
を
加
え
、
桁
行
七
間
、
梁
間
四
間
、
寄
棟
造
、
斗
棋
は
大

斗
肘
木
、
二
軒
、
二
重
虹
梁
墓
股
式
の
堂
と
し
て
そ
の
前
面

に
梁
間
一
六
・
五
尺
に
わ
た
る
前
廂
を
取
付
け
た
も
の
に
な

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
建
築
室
七

　
　
２
　
六
勝
寺
遺
跡
の
調
査
研
究

　
京
都
市
左
京
区
岡
崎
最
勝
寺
町
の
元
公
会
堂
跡
に
京
都
国

際
文
化
観
光
会
館
が
新
し
く
建
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
昭

和
三
十
三
年
一
一
月
に
右
手
さ
れ
た
。
こ
の
あ
た
り
は
平
安

時
代
末
に
、
法
勝
・
尊
勝
・
最
勝
・
円
勝
・
皮
勝
・
延
勝
寺

の
い
わ
ゆ
る
六
勝
寺
が
造
営
さ
れ
た
所
で
あ
る
の
で
、
工
事

が
進
む
に
っ
れ
て
堀
り
出
さ
れ
る
遺
跡
と
遺
物
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
行
い
、
尊
勝
寺
の
一
部
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
建

築
址
と
溝
址
、
ま
た
遺
瓦
多
数
を
発
見
し
、
平
安
時
代
末
の

建
築
を
明
か
に
す
る
成
果
を
得
た
。
（
建
築
室
）

　
　
３
　
南
都
諸
大
寺
伽
藍
配
置
並
に
境
内
地
形
実
測
調
査

　
大
和
上
代
宮
殿
寺
院
跡
の
発
掘
調
査
の
目
的
の
一
つ
は
平

城
京
の
都
市
計
画
即
ち
条
坊
制
並
び
に
大
路
小
路
の
幅
員
、

南
都
諸
大
寺
と
の
関
係
を
究
明
す
る
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
発
掘
調
査
を
今
後
一
層
容
易
な
ら
し
め
る

目
的
と
、
最
近
の
産
業
開
発
及
び
観
光
施
設
に
よ
る
破
壊
を

未
然
に
防
止
し
、
適
切
な
る
環
境
整
備
、
自
然
流
水
利
用
の

防
災
等
の
諸
計
画
を
実
施
す
る
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
多
角

的
な
目
的
か
ら
、
諸
大
寺
と
、
研
究
所
と
の
合
意
の
も
と
に

こ
れ
ら
の
調
査
が
着
手
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十

三
年
度
来
、
東
大
寺
よ
り
調
査
費
の
一
部
補
助
を
受
け
、
旧

境
内
地
の
重
要
部
分
を
実
測
し
た
。
実
測
し
た
区
域
の
南
限

は
南
大
門
を
東
西
に
結
ぶ
線
、
西
限
は
西
大
門
跡
、
中
御
門
、
。

転
害
門
を
結
ぶ
線
（
京
極
大
路
）
北
は
現
在
の
正
倉
院
北
限

か
ら
知
足
院
山
北
麓
、
東
は
ま
ん
な
お
し
地
蔵
尊
か
ら
手
向

山
八
幡
東
背
面
土
塁
跡
に
至
る
一
帯
で
あ
る
。

　
猶
旧
東
大
寺
に
関
係
の
あ
る
天
地
院
や
伴
寺
な
ど
を
も
引

き
っ
づ
き
実
測
調
査
を
っ
づ
け
る
予
定
で
あ
る
。
（
遺
跡
庭

園
室
）

　
　
４
　
旧
秀
隣
寺
と
北
畠
国
司
館
跡
庭
園
実
測
調
査

　
中
世
庭
園
文
化
史
（
大
乗
院
庭
園
の
研
究
）
で
は
、
興
福

寺
大
乗
院
庭
園
を
中
心
と
し
て
、
比
較
の
た
め
室
町
時
代
に

於
げ
る
蓮
如
上
人
閔
係
庭
園
と
朝
倉
館
跡
庭
園
な
ど
を
紹
介

し
た
。
註
］
後
興
福
寺
関
係
文
書
か
ら
文
明
四
年
伊
勢
国
司
北

畠
政
具
の
弟
某
、
文
明
十
五
年
に
は
政
具
の
息
孝
縁
が
、
更

に
晴
具
の
息
具
親
が
東
門
院
に
入
室
す
る
な
ど
、
密
接
な
関

係
の
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
が
興
福
寺
文
化

圏
内
に
あ
る
か
ど
う
か
を
た
だ
す
た
め
に
、
七
月
上
旬
に
伊

即



　
勢
国
多
気
に
あ
る
北
畠
国
司
館
跡
を
調
査
し
た
。
一
方
享
線

　
元
年
に
京
都
の
兵
乱
を
避
け
て
、
’
近
江
国
高
島
郡
の
朽
木
植

　
綱
を
頼
っ
て
寄
遇
し
た
足
利
将
車
義
晴
が
、
細
川
高
国
を
伴

　
っ
て
此
地
に
滞
留
し
て
い
る
事
実
も
明
白
と
な
っ
た
の
で
、

　
旧
秀
隣
寺
の
庭
園
を
も
殆
ん
ど
同
時
に
実
測
調
査
し
た
。
旧

　
秀
隣
寺
の
庭
園
は
、
将
車
義
晴
が
、
滞
留
の
徒
然
の
ま
ま
に
、

　
庭
園
を
自
作
し
た
と
い
う
伝
承
が
西
北
紀
行
と
近
江
輿
地
志

　
略
巻
九
十
四
高
島
郡
三
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
兎
も
角

　
両
者
の
地
形
や
、
汀
線
の
取
扱
方
な
ど
は
よ
く
似
て
お
り
、

　
又
北
畠
国
師
館
跡
庭
園
に
於
け
る
築
山
裾
に
あ
る
枯
山
水
の

　
石
組
や
、
旧
秀
隣
寺
鼓
滝
の
石
組
の
意
匠
な
ど
は
、
室
町
時

　
代
中
期
の
作
例
と
し
て
疑
問
の
余
地
が
な
く
高
く
評
価
さ
れ

　
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
（
遺
跡
庭
園
室
）

　
　
５
　
近
世
初
期
建
築
及
び
庭
園
に
於
け
る
小
堀
遠
州
及

　
　
　
　
び
そ
の
流
派
に
よ
る
業
績
と
、
そ
の
作
風
に
関
す

　
　
　
　
る
研
究

　
　
　
　
　
（
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究
）

　
木
研
究
は
、
京
都
御
所
離
宮
の
研
究
の
一
部
、
近
世
初
期

御
所
離
宮
作
者
の
問
題
を
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
近
世
初
期
建
築
及
庭
園
界
の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
小
堀

遠
州
の
業
績
の
う
ち
、
私
達
最
近
の
研
究
の
結
果
、
桂
離
宮

に
っ
い
て
は
、
そ
の
伝
承
の
通
り
を
受
け
と
る
こ
と
が
出
来

な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
小
堀
遠
州
の
本
当

の
作
品
と
、
伝
遠
州
作
の
中
で
、
遠
州
の
弟
小
堀
正
春
、
息

権
左
衛
門
の
作
品
、
遠
州
の
近
親
中
沼
左
京
及
松
花
堂
の
作

品
、
遠
州
の
弟
子
村
瀬
左
介
、
賢
庭
、
剣
左
衛
門
、
玉
淵
坊

等
の
業
績
を
分
類
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
又
遠
州
の
作
品
の

中
で
も
遠
州
が
設
計
し
、
し
ば
し
ば
現
場
を
訪
ね
て
、
指
揮

監
谷
を
し
た
も
の
と
、
設
計
だ
け
し
て
、
現
場
を
弟
子
の
職

　
　
　
　
　
　
奈
良
岡
立
文
化
財
研
究
所
年
報

人
達
に
委
せ
切
っ
た
も
の
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
見

当
を
っ
け
て
、
左
記
の
よ
う
な
文
献
・
現
場
・
・
両
面
の
調
査

を
行
っ
た
。

　
　
即
ち
、
１
、
桂
離
宮
建
築
庭
園
、
２
、
仙
洞
御
所
庭
園
、

　
３
、
京
都
御
所
建
築
庭
園
（
以
上
昭
和
二
十
三
年
以
降
三

　
十
二
年
迄
調
査
一
応
完
了
）

　
　
４
、
大
徳
寺
塔
頭
孤
蓬
庵
、
石
橋
、
敷
石
道
、
忘
答
露

　
地
等
、
５
、
近
江
孤
蓬
庵
庭
園
、
６
、
南
禅
寺
木
坊
南
庭
、

　
７
、
南
禅
寺
塔
頭
金
地
院
庭
園
並
東
照
宮
附
近
一
帯
、

　
８
、
高
野
山
天
徳
院
庭
園
（
伝
遠
州
作
）
の
実
測
調
査
及

　
び
、
９
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
1
0
、
内
閣
文
庫
’

1
-
I
’
史
料

　
編
纂
所
蔵
遠
州
関
係
資
料
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
厳
密

に
検
討
し
て
見
る
と
、
遠
州
が
設
計
だ
け
で
な
く
施
工
を
も

指
導
し
た
も
の
は
格
調
が
高
く
、
職
人
委
せ
に
し
た
も
の
は
、

や
は
り
品
位
に
乏
し
い
こ
と
に
気
が
っ
い
た
。
又
皇
室
や
幕

府
か
ら
の
公
式
依
頼
の
場
合
は
、
故
実
に
し
ば
ら
れ
、
周
辺

の
干
渉
を
気
に
し
な
が
ら
政
策
的
な
立
場
で
参
劃
し
、
ど
こ

と
な
く
い
ぢ
け
て
い
る
。
誰
へ
も
気
が
ね
せ
ず
自
由
な
立
場

で
振
舞
え
た
邸
宅
や
隠
居
所
の
場
合
は
、
遠
州
独
特
の
意
匠

が
は
っ
き
り
出
て
い
て
面
白
い
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
将
来

も
っ
と
は
っ
き
り
し
た
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
（
遺
跡
庭
園
室
）

　
　
　
Ⅳ
歴
史
研
究
室

　
　
―
　
古
文
書
調
査
概
要

　
前
年
度
よ
り
引
続
い
て
興
福
寺
所
収
文
書
典
籍
の
調
売
を

行
っ
た
。
特
に
紙
背
文
書
の
中
に
二
三
目
ぼ
し
い
も
の
が
発

見
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
「
御
遂
講
雑
類
風
よ
」
紙
背
文
書
に

は
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
建
武
三
年
十
月
四
日
足

利
尊
氏
御
教
書
案
は
半
済
の
起
源
を
思
わ
し
め
る
内
容
を
有

し
て
い
る
。
又
そ
の
他
の
文
書
も
何
れ
も
建
武
年
間
頃
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
中
に
は
当
時
の
社
会
情
勢
を
知

る
上
で
の
好
史
料
が
少
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。

　
興
福
寺
以
外
で
は
仁
和
寺
を
始
め
個
人
所
蔵
の
文
書
等
の

調
査
を
行
っ
た
が
、
仁
和
寺
調
査
に
っ
い
て
の
詳
細
は
別
に

譲
る
。
個
人
所
蔵
の
文
書
に
っ
い
て
は
こ
こ
で
の
詳
論
を
憚

る
が
、
こ
の
中
に
は
新
発
見
の
平
安
時
代
の
文
書
を
始
め
と

し
て
か
な
り
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
古
文
書

言　
　
２
　
古
瓦
の
編
年
的
研
究

　
前
年
度
に
引
続
き
飛
鳥
地
方
の
発
掘
調
査
に
お
け
る
出
土

品
の
整
理
及
び
復
原
を
行
っ
た
。
と
く
に
川
原
寺
の
発
掘
と
。

共
に
瓦
の
研
究
を
併
行
し
て
行
い
、
川
原
寺
創
建
時
の
瓦
、

平
安
時
代
、
鎌
介
時
代
の
遺
品
の
量
的
関
係
を
究
明
す
る
こ

と
に
努
め
た
。
こ
れ
ら
は
来
る
べ
き
川
原
寺
発
掘
報
告
書
に

報
告
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
ま
た
興
福
寺
食
堂
の
出
土
瓦
も

報
告
書
作
製
の
た
め
に
従
来
の
調
査
資
料
を
整
理
し
完
成
し

た
。
さ
ら
に
瓦
そ
の
他
遺
物
一
般
の
記
録
及
び
整
理
の
方
法

を
研
究
し
、
遺
物
台
帳
を
（
ン
ド
ソ
ー
ト
ー
パ
ン
チ
カ
ー
ド

法
に
統
一
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
（
考
古
室
）

　
　
３
　
弥
生
式
時
代
墓
制
の
研
究

　
前
年
度
に
引
続
き
下
関
市
安
岡
町
梶
粟
浜
遺
跡
の
調
査
を

行
い
、
箱
式
棺
二
基
、
合
蓋
土
器
一
基
の
発
掘
を
行
っ
て
、

前
年
発
見
し
た
墓
域
の
施
設
の
詳
細
を
究
明
し
た
。
（
考
古

室
）

召



　
Ｖ
　
研

Ａ
　
講

昭
和
三
十
三
年
度
調
査
研
究
概
況

究
　
発
　
表

演

Ｉ
　
昭
和
三
十
三
年
五
利
二
十
四
口
（
於
木
所
）

　
飛
鳥
寺
塔
址
の
発
掘
調
査
　
　
　
　
坪
井
清
足

　
川
原
寺
の
第
二
次
発
掘
調
査
　
　
　
鈴
木
嘉
吉

　
中
世
庭
園
文
化
と
大
乗
院
並
び
に
回
栞
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
羅

２
、
昭
和
三
十
三
年
十
二
月
二
十
日
（
於
現
地
）

　
川
原
寺
の
第
三
次
発
堀
調
査
報
告
会

３
、
昭
和
三
十
四
年
三
月
十
四
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
毎
口
新
聞
社
京
都
支
局
）

　
奈
良
県
川
原
寺
の
発
掘
調
査
　
　
　
坪
井
清
足

　
興
福
院
の
「
ふ
く
さ
」
に
つ
い
て
　
守
田
公
夫

　
京
都
国
際
文
化
会
館
建
設
予
定
地
（
尊
勝
寺
址
）

　
　
の
調
査
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山
信
三

Ｂ
　
展

観

１
　
昭
和
三
十
三
年
五
利
二
十
三
、
二
十
四
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於
木
所
）

　
飛
鳥
寺
塔
址
及
川
原
寺
発
掘
出
土
品

２
　
昭
和
三
十
三
年
十
二
刈
二
十
日
（
於
現
地
）

　
第
三
次
川
原
寺
発
掘
調
査
出
土
遺
物

VI

研

昭
和
三
十
三
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
交
付
金
に
よ
る
研
究

絵南

㈲部
の仏
研教

風堀近

に遠世

　
究
　
　
課
　
　
題

‐
　
‐
－
―
―

に
見
ら
れ
る
講
絵
関
係
の

究

初
期
建
築
及
庭
園
に
於
け
る
小

州
及
び
そ
の
流
派
の
業
績
と
作

古
文
献
資
料
の
調
査
研
究
並
び
に
写

八
に
よ
る
資
料
の
蒐
集

元
興
寺
極
楽
坊
発
見
の
資
料
の
研
究

及
整
理

ｉ

研

究

交
付
金
の
種
別

　
　
－

各
個
研
究

同機
閔
研
究

総
合
研
究

成
　
果
　
刊
　
行
　
物

研
　
究
　
代
　
表
　
者

浜
　
　
　
田

森田田

渾　　洋

羅　　隆坦　　坦

交
　
　
付
　
　
金
　
　
額

ｌ
　
　
　
　
ｌ

　
　
　
三
〇
、
〇
〇
〇
円

八
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
〇
五
〇
、
〇
〇
〇
円

五
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

　回　　　∩　　　レ回　　　　　回

尚尚が　　　且　　　レよ　　　　　スぐ

-度　　度　度　　度　　度　　　　度

年

度

冷　冷冷空空　　冷空冷　冷同奈
良　良良良良　　良良良　良　良
国　田　田圃　国　　田同国　国　国

立　立立立立　　立立立　立　立
文　文文文文　　文文文　文　文
化　化化化化　　化化化　化　化
封　財封冊封　　封財封　封　封
研　研研研研　　研研研　研　研

究　完売究究　　究究究　究　究
所　所所所所　　所所所　所　所
学　学学学学　学史学　史　学
報　報報報報匹Tこ報料報　料　報
第　第　第第　第詰回L第第第　第第第
九　八七六五一回二三　一二一
冊　冊　冊冊冊右ﾘｹ冊冊冊こ冊冊冊

⌒　⌒⌒⌒⌒極代　⌒⌒南　⌒⌒川　文具中　飛楽僧　西文無　修佛
原　化福世鳥坊坊　大化阿　学師

寺　史寺庭寺のの　寺史弥　院遅
発　論食園発復研　試論陀　離農
福　長堂文福原究　尊長仏　宮の
詞　２　発化調を　　伝｀Ｊ作　の研

喪　ふ福史喪中

1　

記　善　復党
報　　　調｀Ｊ報心　　集　集　原゛
告　　　査　告と　　成　の　的
゛　　　報　　Ｊし　　゛　復　研

　　　告　　　　て　　　　　製　究

名

称

工鈴杉浜小埋森埋没鈴没　　田小　　森小

藤本山田柿井　　井野木野　　中詰　　　　林

　太=-　　　　｀　　　　｀t　　=査f　　　　　回生茄信　　漬　治　妬　　一ヽ

章古三隆則足荷足漬古漬　　郎森　　荷則

　｀●　｀ゝ　｀●　・　｀●　ゝ　　　　ゝ　ゝ　　　　　　　ゝ

田田埋杉守鈴　　鈴杉　　　　田芦

中中井山田木　　木山　　　　中杉

　　ヽ圭一　→－･　ヽ一犬　　　　　山　　吊一公妬　監信　　　　　信

琢稔足部夫古　古三　　　　稔三

著

者

名
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